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ツ ツ バ 語 を取 り巻 く言語状況 とツ ツ バ 語 の 音素

京都大学大 学院

　　内藤 真帆

　本稿はヴ ァ ヌ ア ツ 共 和 国 にお ける フ ィ
ール ドワ

ーク を元に 、ツ ツ バ 語 を取 り巻 く言語 状況 と ツ ツ

バ 語の 音素に つ い て考察 して い る。

　ツ ツ バ 語は 100 余 りあ る とされ る ヴァ ヌ ア ツ の

現地語の
一

つ で、これ まで にほ とん ど研究 されて

い ない 。

0． は じめ に

　南太平洋に位 置する ヴァ ヌ ア ツ 共和国は 、大小

さまざまに異な っ た 83 の 島 々 か ら構成 されて お

り、その 島 々 が Y 字状に つ らな っ て い る の が特徴

的で あ る 。
こ の 国の 面積 は 日本 の 新潟県 とほぼ同

じ大き さの 1 万 2
，
189 平方キ ロ メ

ー
トル 、人 口 は

2001 年 の 時点で お よそ 20 万人 と報告され て い る

（「外務省　各国 ・地域情勢」）。

　 ヴァ ヌ ア ツ で は英語 をべ 一
ス と した ビ ス ラマ 語

の ほか 、英語 とフ ラン ス 語 が公 用語 と し て 用い ら

れ て い る。 こ の うち、教育で使用 され る言語 とし

て は英語 と フ ラ ン ス 語 の 二 つ が規定 されて お り、

今 日で は
一部 ビ ス ラ マ 語の 使用が許 可 され た もの

の 、数年前までは授業中 ビ ス ラ マ 語を使用する こ

とは容認 されて い な か っ た 。

　2001 年 に訪問 したサ ン ト島に 位置す る 中高教

育が行 われて い る学校に は、ラ ン ゲージポ リ シ ー

が掲げ られて お り、それ に ビ ス ラ マ 語 を就業時間

内に教室 で 用 い た生 徒には罰を与える、と記 され

て い た こ とか らもそ れ は分か る。そ の罰則 とい う

の は校庭を走 っ た り草む しりを した り、とい う内

容 の もの で あ っ た ら しい ．

　 ヴ ァ ヌ ア ツ に は これ ら の 公 用語以外 に も数多 く

の 現地語が存在 してお り、そ の 数は 100 に もの ぼ

る。これ らの 現地語の 話者数は言語 に よ っ て まち

ま ちで 、言語に よっ て は 数千人 の 話者が存在す る

もの もあれば、話者ta　100 人 に満たな い 言語 も い

くっ か 存在す る。また 、話者が減少 し続 け、もは

や完全 に 消滅 し て しま っ た 言語 もあ る （Lynch

and 　Crowley　2001）。

　 ヴァ ヌ ア ツに住む 大半の 人は現地語 と ビ ス ラ マ

語 の 両方 を話すが
、 中に は 特定 の 現地語 を母語 と

しない 人 もい る。た とえば、両親が異なる現地語

話者で あ り、家庭に お い て もっ ぱ らビ ス ラ マ 語 が

用い られ て い る場合、そ の 環境で 育つ 子供は ビ ス

ラ マ 語 を母語 とす る こ とが多い 。また 、都心部で

は さま ざま な話者が集ま っ て い るた め 、ビ ス ラマ

語の 用 い られ る頻度 は地方に比 べ る と高い
。

　 ヴァ ヌ ア ツ の 現地語は 、オ
ー

ス トロ ネシ ア祖語

か ら派生 し た と考 え られ てお り 、 主に 二 つ に 下位

分類 され る、
一

つ は 、南オセ ア ニ ア グ ル
ープ 1

（Southern　Oceanic　group）、もう
一

つ は中央太

平洋 グル
ープ （Central　Pac丗 c　group）である。

前者 は さらに 北 中央 ヴァ ヌ ア ツ 下 位 グ ル ープ

　（North ・CentralVanuatu　subgroup ）と南メ ラネ

シ ア 下 位 グ ル
ー プ （Southem 　 Melanesian

subgroup ）に分 けられ、今回考察の 対象 と して い

るツ ツ バ 語は 、 北 中央 ヴァ ヌ ア ツ 下位 グル
ープ

　（North ・Central　Vanuatu　subgroup ）に位置付け

られ て い る （Lynch　1998：48）。

1．家庭 で 使用 され る言語 比

　 ヴァ ヌ ア ツ の 家庭で は、現地語の 用 い られ る割

合が最も高 く、使用の 割合 と して は全体の 約 72割

を現地語 が 占め 、続い て ビ ス ラ マ 語が 2割、続い

て 英語、フ ラ ン ス 語の 順 とな っ て い る。 さらにこ

れ を首都 と副首都、そ して こ れ ら都心 部以外の 地

域に分 けて 見て みる と 、 都心 部 で は現 地語 の 使用

は全体 の 3 割 で あるが 、ビ ス ラマ 語 はお よそ 6割

とな っ て い る 。 また 、都心 部以 外の 地域で は現地

1グル
ープ名の 日本語 訳は内藤 に よる。

2 こ の 章 の い ずれ の 数値 も小 数点以 下 を四捨五 入

し て い るが、都心部 の 現地語使用の み小数第二 位

を 四 捨五 入 し た 。
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語 の 使用が 8 割 5 分程度、ビ ス ラマ 語が 1 割強 と

い う数字 が出て い る。 都心部 の 家庭で は現地語 よ

りも ビ ス ラ マ 語が 多く用 い られてお り、都心部 と

それ以外の 地域で は現地語 と ビ ス ラマ 語 の使用比

率 が 逆転す る こ とが分 か る（National　Statistics

（）f臼ce ．2000：28，
130）。

2． ツ ツ バ 語 が 使用 され る 土地

　ツ ツ バ 語はツ ツ バ 島 と副都心 の 置かれ るサ ン ト

島 の
一

地 域、ミ リオ ン ダラ
ーポイ ン トで使用 され

て い る。 しか しツ ツ バ 語 の会話中に ビ ス ラ マ 語 の

語彙 が用 い られ ると い っ た状況が頻繁 に観察され

た。また ミリオ ン ダラ
ーポイ ン トに は ツ ツ バ 島出

身以外の 者も住ん で い るため、こ の 地 では ツ ツ バ

語 よりもむ しろ ビ ス ラ マ 語が使用 され て い るよ う

で ある 。

2．1．ミ リオ ン ダラー ポイ ン ト

　ツ ツ バ 語は ツ ツ バ 島で 用い られ て い る ほか、対

岸の サ ン ト島に渡 っ た人 々 が コ ミュ ニ テ ィ
ーを形

成 した ミ リオ ン ダラ
ーポイ ン トとい う地で も使用

されて い る。 ミ リオ ン ダラ
ーポイン トにツ ツ バ 島

か ら人 々 が移住 した の はそ う何世代 も前 の 話で は

な い らしい 。土地を所有 して い た最初の 移住者 が

木 々 を伐採 し、地 な ら しして生活空間を作 り上 げ

る と次 々 に親戚 の 者や 希望者が移住 し、結果 ツ ツ

バ 島出身者や そ の 近 隣諸島の 出身者が一
つ の コ ミ

ュ ニ テ ィ
ーを形成す る形 とな っ た 。

こ こ で の 人 々

の 生活は ほ ぼ ツ ツ バ 島 と変わ らな い
。 た だし、こ

の 土地 には コ ブラを栽培する よ うな巨大なプラ ン

テ ー シ ョ ン が 存在 し て い な い た め、自生 し て い る

植物 を食料 と して 生 活 して い る人が多 い。 しか し

中に は 、ごくわずか ではあるが 副都心 で働き、現

金収入 を得て い る人 もい る 。

　多種多様な言語が存在するサ ン ト島で の 生活は 、
一

つ の 島で ほぼ一
つ の 現 地語 が使用 され て い る ツ

ツ バ 島に 比 較する と様 々 な言語 話者 との 出会い が

多 くなる 。 ゆえに ヴァ ヌ ア ツ 共 和国の 共通 語 と し

て 機能す る ビ ス ラマ 語 を使用す る機会 も必 然的 に

増 え て い る。ミ リオ ン ダラ
ー

ポ イ ン ト内にお い て

は、必ず しも第一言語で ない もの の そ れ と同程 度

に ビ ス ラマ 語が人 々 に浸 透 して い るた め、ツ ツ バ

語 話 者間 で さ え ツ ツ バ 語 で はな く ビ ス ラ マ 語を用

い る頻度 が高い ．

2．2． ツ ツバ 島の 立 地 と人々 の 生活

　対象言語が主に使用 され て い る ツ ツ バ 島は 、 副

首都の 置 か れ る ヴァ ヌ ア ツ最大の 島で あ るサ ン ト

島の やや南東 に位置し、南緯 15．3度か ら 15．4度、

東経 167．2 度か ら 167．3 度の 間に位置す る。面積

はお よそ 13．9 平方キ ロ メ
ー

トル で 、渋谷 区を小 さ

く し た 程度の 広さで ある3．ツ ツ バ 島は ジャ ン グル

とプラ ン テ
ー

シ ョ ン が その 面積 の 大半を 占め て お

り、海岸線 に 沿 っ た道と内陸を結ぶ道沿い に 10

あ ま りの 村が 点在 して い る 。

　村 と村 とを結ぶ 道は舗装されてお らず、島内部

の移動は徒歩 に よ っ て行われ、海岸沿い の 移動 は

カ ヌーや小型 ボー トに よ っ て 行われ る こ ともある 。

電動式の ボー
トで ツ ツ バ 島とサ ン ト島間の 移動に

有す る時間には天候が影響 し、お よそ 20 分か ら

40 分で ある。ツ ツ バ 島で電動式の ボー トを所有す

る の は ご くわずかな人 々 で あ り、他 の 島に移動す

る際には こ の ボー
ト所有者に

一
定の 額 を支払 う必

要が ある。 ボ
ー

トは栽培、燻製させ た コ ブ ラをサ

ン ト島で売買す るため の 人の 移動に用 い られ る の

を除い て 、多くの 場合魚 を捕るた め に 使用 され て

い る。

　 1999年に 15 歳か ら 64 歳を対象に 行われ た国

勢調査 で は、ツ ツ バ 島の 対象者 212 人中 、 現金収

入に携わ る の は 43 人で あ る とい う結果が出て い

る（Nationa1　Statistics　Office．2000 ： 174）。こ の 現

金収入 に 関わ る人 の 多くは、島の 内陸部に あ るプ

ラ ン テ
ー

シ ョ ン で コ ブ ラを栽培 して い る と考え ら

れ 、 それ 以外の 多くの 人 は島で ほぼ自給 自足 の 生

活 を送っ て い る。しか し近年は コ ブ ラの 価格が 下

が り、 コ ブ ラ栽培者 の 現金収入 もか つ て ほ どはな

い よ うで ある。島には タロ イモ 、キ ャ ッ サ バ
、 ヤ

ム などの 芋類 を始め と し、ア イ ラ ン ドキ ャ
ベ ツ 、

バ ナナ 、コ コ ナ ツ、パ パ イア とい っ た野菜、果実

が 数多 く 自生 し、
一

年 を 通 し て 食 物 に は事欠 か な

い 。

3． ツ ツ バ 語

3．1． ツ ツ バ 語 の 話者数

3 い ずれ も少数第二 位 を四 捨五 入 し た。
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　 ツ ツ バ 島の 人 口 は 1967 年 に 158 人、1979 年に

229 人 、1989 年に 315 人、そ し て 1999 年 には

518 人 と こ の 30 年あま り急速に増加 し て お り、

ツ ツ バ 語の 話者数は 500 人程度だ と考え られ て い

る （Lyneh 　and 　Crowley　2001）．

　ツ ツ バ 島には 1999 年時点で 90 世帯、総人 口

518 人が生活 して お り、 そ の 内訳 は女性 237 人 、

男性 281 人 とな っ て い る。言及な し の 49 人を除

く 469 人 を年齢別 に 見 る と以 下 の よ うに な る

（National　Statistics　Office．2000：54）。

令

口

年

人

0・9　　　10・19　　　20・29 　　　30−39

172　　　　119　　　　62 　　　　53

年令　　40・49　 50−59　 60・69　 70 以 上

人 口 　 　 34　 　 13　 　 9 　 　 　 7

　 ツ ツ バ 語 は ビ ス ラ マ 語や他言語の 影響を受け つ

つ 刻 々 と変化 し続 けて お り、そ の 変化 を高齢者と

若者 の 差異に垣 間見 る こ とが 出 来る。例えば、父

親 と い う語 彙がか つ て ツ ツ バ 語で tama で あ っ た

こ とを知 るの は もはや高齢者 だけとな り、中年世

代以 下は tata とい う表現 を用い て い る 。 もともと

tata とい うの は他 の 現地語 にお い て 父親 とい う

意味で用 い られ て い た語 であ っ た らし い が 、その

事実を知 っ て い る の は もはや 高齢者だ けで ある。

ま た 、 音声に も差異が生 じ て い るが、これは音 の

仕組み を説明 した 上 で 3．4．3．4．にお い て詳 しく扱

うこ とにする 。

3。2　調査方法 とイ ン フ ォ
ー マ ン ト

　2002 年 に現地 で調査 を行 な っ た際 に用い たの

は 、東京外国語 大学　ア ジア ・ア フ リカ言語文化

研究所が発行 して い る基礎語彙集 『1966 年．ア ジ

ア ・ア フ リカ言語調査票　上』で 、こ れ は第 1表

（A）200 語 十 （B）300語 と第 2表 （C）500語 の

計 1000 語か ら構成 されて い る （A ，
B

，
　C は基礎度

の 段階の 順）。

　調査の 初め は 30 代の 女性 に 協力をお願 い した

が 、の ちに高齢者に も同様に協力を仰 い だ。そ の

結果、世代間における音声の 違い が観察 され た e

　本稿は数 々 の ツ ツ バ 語話者 の 協力に 基づ い て い

るが、中で も 30 代半ば の 女性 と 70 歳代 の 男性 二

人 を継続的な協力者 と し て 得 られ たデー
タを分析

し記述す る こ とに努めた 。 調 査は全て ビ ス ラ マ 語

の み で 行い 、特に抽象的 な語 には 、言語 によ る概

念 の 差異 を考慮 に入れた うえ で 誤差 を無 くす よ う

に繰 り返 し質問 し 、 説 明を求めた 。 本稿で は こ れ

ら の 方 々 か ら収集した デー
タを音の 側面か ら扱 っ

て い る 。

　現 地 で は通常、朝 7 時に 起きて 朝食を と り、8

時か ら調査（勉強）を開始 し て い た。
一一

日お よそ 3

時 間か ら 4 時間か け て ツ ツ バ 語 を調 査す る こ とに

努め 、そ の 学習か ら 日常生活に い た るまで の 全て

を ビ ス ラマ 語 で行 っ た。時に は食事の 準備や畑仕

事、水汲みな どを手伝 い つ つ 、現地の 生活 を体験

す る中で さま ざまな語彙や表現を学んだ e 日中は

子 供た ちと過 ごし、夜 7 時 ごろ 夕食を済ます と、

そ の 後は 星 を見 なが ら互 い の 国や家族、そ の 日の

出来事 などに っ い て語 り、9 時 ごろ就寝するとい

う生活 を送 っ た
。

3．3． 先行研究

　ツ ツ バ 語 を専門 に 扱 っ た 文 献は 特に 見 うけ られ

ない が 、基礎語彙に則 っ て ツ ツ バ 語 300 語 弱 を音

声表記 した もの とそれ らがオ セ ア ニ ア 諸語 と どの

よ うに対応 して い るか を記載 した New 　Hebrides

1L1qnguQggs（［［Eryon　1976）が先行研究 と し て 挙げ

られ る。調査 は こ の 先行研究の 基礎語彙表を網羅

す るよ う配慮 して 行 っ た 。

3．4．ツ ツ バ 語 の 音素

3．4．1． 最小 対 、 音素 、 音声 、 異音

　は じめに 、最小対 とは どの よ うな も の か 、音素

とは何である か 、音声 とは何か 、そ し て 異音 とは

何か 、それぞれの 定義に触れた の ち、ツ ツ バ 語 を

論 じ る こ とに する。

最小対

　 日本語の 「金」、「銀」 の 二 語 は意味が 異なる。

「金」、「銀」の よ うに、語頭な ど とい っ た 同
一
位置

で 音 が ひ とつ だけ違 う単語 の 対を最小 対 とい い
、

こ の 最 小対 を使 っ て そ の 言語 の 音素 を取 り出す こ

とが 出来 る。な お 、音声記号は 〔〕に 包 ん で 表 し、

音素は 11 に包 ん で音声 記号 と区別 す る （中 島他

1994 ：86・87）。

音素

　音素 と は 意味の 違 い を伴 う音の シ ス テ ム の こ と

であ る。た とえ ば「金亅、「銀」の 違い は語頭の 〔k〕、

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Pacific Society

NII-Electronic Library Service

The 　Paoifio 　Sooiety

一 28　一 太平洋学会誌　2003年 10月　　第 92号 （第 26巻第 1／1号）

〔g〕 に 由来 し て お り、こ れ らを入れ替 え る と単

語 の 意味が変わ っ て しまう。つ ま り、こ れ らの 単

音は意味を変え る機能 を担 っ て い る と考 えられ、

ある言語にお い て意味を変え る役割 を持 っ 音を音

素 と呼ぶ （中島他 1994 ：86）。

e／o 　 ／be1ノ　　
‘
踊 る

’

　　　ノPoレ　
‘
買 う

’

aXo 　 ／nnaf 　
‘
彼 ・彼女 ・それ（三 人称単数）

’

　　　1nnoノ　 ‘

あなた（二 人称単数 主語）
’

音声

　音声 とは通 常わた し た ち人 間が意味を伝 える と

きに用い て い る音そ の も の の こ とで あ る 。 た とえ

ば 、 次の それ ぞれ の 語に含まれて い る、
“

ン
”

の 発

音に注意 しな が ら 「日本橋 ・日本刀」と口 に出 して

言 っ て み ると 、
「日本橋亅で は

“

ン
”

で 両唇が 閉じ

るが、「日本刀 」 で は唇を閉 じる こ とはな く、代わ

りに舌 の 先が 上 の歯茎 に 触れ て閉鎖を作 っ て い る。

こ の よ うに、音を作 り出す際に舌の位置はそれ ぞ

れ 異な っ て お り、ひ とつ の 音 だ と思 っ て い た
“
ン
”

が実際に は異 な っ た音で発音され て い た こ とにな

る 。 両唇が 閉じ た 「日本橋」の
“

ン
”

と舌の 先が上

の 歯茎に触れて 閉鎖を作 っ た 「日本刀 1 の
“
ン
”

の どちらも「日本」部分の 発音 と して機能 し、音は

違 うもの の それが意味の 違い を もた らす こ とは な

い （天 沼他 1978 ：46・47）。

異音

　上 の 音声の例 では、「日本橋」 の
“

ン
”

と 「日本

刀 」 の
“
ン
”

は 音素〆ン 1の 具体的なあ らわれで あ

り、音素！ン 1の 異音で ある、とい う （天 沼他 1978 ：

57）。

3．4．2．ツ ツ バ 語 の 母音音素

　で は ツ ツ バ 語 には どの よ うな音素が用 い られて

い るの だろ うか 。下に ツ ツ バ 語 の 音素（母音）と最

小対を示 す 。

母音 ノieaou ノ

最小対

　 i／e　　／baiノ　　　
‘

肩
’

　　　 1bae1　
‘
ジ ャ ン プす る

’

iXU　 ／asi ／　
‘
ロ ープ

’

　　　〆asu1 　
‘
煙

’

01u 　 taβ01 　
‘
双子

’

　　　！a βu ノ　
‘

灰
’

　こ の よ うに母音が基本母音五 つ か ら構成され て

い る言語に は 、他に 日本諍 、ス ペ イ ン 語 、フ ィ リ

ピ ン の タガ ロ グ語 などが あり、五 大陸に またが る

754 言語 中、こ の 五 っ を単音の 口母 音 とす る言語

は 24％であ る （ア ジ ェ
ージ ュ 1990 ：24）。

3。4．3． 子 音

3．4．3．1． 音を作 り出す場所 と方法

　人 間が音を発す る とき、肺か ら押 し出 された 空

気は 、の ど、 口 、鼻 とい っ た発声器官の なか で さ

まざまな 音色 の 言語音 を作 り上げ、そ して唇や鼻

か ら出て 行く。 音声学的には肺 を出た空気が比較

的 自由に妨害な く流れ る も の が母音で あ り、妨害

を受ける もの が子音で ある と定義づ けられ る 。 子

音は空気の 流れが妨害を受ける位置 （調音位置）

と、妨害の され 方 （調 音法）で さ らに分類 され る

（中島他 1994：82）。

　空気の 流れを妨げる調音位置 を表す語の
一

例 を

以下に挙げる。

調音位置

　 「ば」 の 子音 〔b〕を発 音す る とき両唇は閉 じ

て い る 。 こ の 音の 調音位置は 両唇 と呼ばれ、 こ こ

で調音され る音は両唇音と呼ばれ る 。 また、「た」

の 子 音部分 〔t〕は 舌先で 上の 歯の うしろに触れた

とき に あ る出 っ 張 りの 部分、つ ま り歯茎部が調音

位置で あ り、こ れ は歯茎音 と呼ばれ る。さ らに舌

先を うしろに動か す と ご つ ご つ し た 硬 い 部分が あ

り、こ こ を硬 口 蓋、その 奥の 柔 らか くな っ て い る

部分 は軟 口蓋と呼ばれ、それ ぞれ の 位置で調音さ

れ る音を硬 口 蓋音、軟 目 蓋音 と呼ばれ る．

ela 　 1皿 eP ノ　
‘
〜 し終わ る（完了）

’

　　　tmaβ1　
‘
大地

’
4 た だ し多くの 方言で u は円唇で はな く非円 唇と

なる。
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調音法

　次に 、調音法の 例を以 下 に示す 。 空気 をい っ た

ん せ き止 め 、一気 に破裂 させ る 〔b〕、〔t〕など の

調音法を破裂音 とい い 、
一

方、「さ」の 子音部分 〔s〕

の 音は 空気が狭 い 隙間で摩擦をお こ しなが ら流れ

出る の で摩擦音 と呼ばれ る 。

　 「ば 」 の 子 音部分、〔b〕は 両唇を閉 じ て 空気を

せ き止 め る の で調音位置は両唇で あ り、ま た調音

法 とし て は 、両 唇の 位置で空気を い っ た ん せ き止

めてか ら一挙に破裂 させ る破裂音であ る。調音位

置 と調音法をま とめ て 〔b〕は両唇破裂音 と呼ば

れ る。

有声 と無声の 対立

　声 を出 し て い る とき 、
の どに 手 を当て る と震え

がか ん じ られ る。こ の 震えは声帯の 振動に よ る も

の で あ る 。 声帯が振動す る音を有声音、振動 しな

い 音 を無声音 と い っ て区別 す るが 、ツ ツ バ 語 で は

全 て の 母 音は 声帯の 振動を伴 うの で 有声で ある 。

逆に子音は有声音と無声音に分 け られ る。た とえ

ば 〔p〕は調音位置が 両唇、調 音法が 破裂 、 そ し

て 声帯の 振動を伴わない の で無声両唇破裂音 と呼

ばれ る。
一

方、これ と対をなすの が、調音位置、

調音法は 〔p〕 と同 じで あ るが、発音の 際に 声帯

が振動 す る 〔b〕で 、こ ち らは有声両唇破裂 音で

ある 。

3．4．3．2． ツ ツ バ 語 の 子 音音素

lhSβ「ηnmkdt応

ン

　

G
音

）

子

 

　まず、上記 した 子音音素群 の 中の
、 （w ＞とくj）の 音

に つ い て言及 し て おくこ ととす る 。

　 〔w 〕、〔j〕の 二 っ は 、わ た り音 （3．5．参照）で

ある とは考 え難 い 環境に あ らわれ て い たケ
ー

ス が

それ ぞれ
一

つ ず っ 存在 した 。
こ れ らは共 に、あ ら

われ た環境か ら

  子音の 音素1wl、1jtで あるか 、

  〔w 〕は 母音1u1の 、〔j〕は母 音〃 の 異 音 の ひ と

　 つ で あ る 、

と考 え られ る。残念なが ら現時点で は出現 頻度 の

低 さゆ えに 、   、   の どち らと して 扱 うの が妥 当

で あ るか明 白で は な い 。従 っ て 、こ こ で は子 音音

素 の 可 能性 もある とい う点を考慮 して 、子 音 の 音

素群 に括弧付 きで j、w を掲載 し た。こ の 二 つ に

関 し て は 、今後の調査に お い て さらなる語彙を収

集 した上で、  、  の どちらの 扱 い がよ り妥当で

ある か を考察 し た い
。

　で は 、
ツ ツ バ 語にお け る子音の 最小対 を以下に

示す こ とに しよ う。 なお 、 （w ）と（j）の 最小対は 見

つ か っ て い ない た め 、示 し て い ない
。

b1β　　　　1baiノ　　　
‘
房

’

　　　　tβay 　　
‘f乍る

’

dlt　　　　／udU1 　　　
‘

歯
’

　　　　tutul　
‘

しらみ
’

k1η 1kaβal　
‘〜へ 行 く

’

tDaβa！　
‘

広 い
’

m 〆n 　　／meme ノ　
‘

舌
’

　　　　trnene！　
‘
こ こ （場所）

’

fll

s／1

lrOSO／　　
‘
熱を持 っ

・熱がある
’

ノ10SOノ　　
‘

水浴び をす る
’

tsasa！　
i

働 ぐ

Xsala1　　
‘
道
’

hノφ　　　A）aheo ／　　
‘
鮫

’

　　　　ノbaeo1　　
‘
パ ン の 実

’

3．4．3．3． ツ ツ バ 語 の 1b1、 ノd1

　ツ ツ バ 語 の 1bノ、／dノの 調音法 は 、〔
mb

〕、〔
nc

〕 の

よ うに 、鼻音 〔
m
〕や 〔

n
〕が 閉鎖音 〔b〕、〔（1）の

直前に加 わ っ た前鼻音化閉鎖音 としてあ らわれ る 。

なお 、〆d1は 〔d〕で はなく 〔d！と発 音され て い る

が、〔如 は 〔d〕 と舌 の 先が そ り返 っ て い る点で

異なる 。 ただ し 、 こ れ ら 〔
mb

〕、〔
n
（O は 次の よ う

に、あ らわれ る環境に よっ ては前鼻音化閉鎖音で

はな く、閉鎖音 〔b〕、〔如 で発音 され て い る 。 た

とえば1baheoだ 鮫
’

の よ うに 、語頭に 〆b！が ある際、

多く の 場合 こ れは 〔b〕 と 発 音 され る が
、 文 中 で

そ の 語 が強 く発 音され る時や 「何が い た ？ 」 「鮫 」

とい うや り取 りに 出て くる 「鮫」 よ うに 、そ の
一

語 だけ が発 話 され る場合にお い て rbaheo1の 1bノは

〔
mb

〕 と発音 され る。！d／に 関 し て も同様に 、環境

と状 況 に よ っ て 〔（U と発音 される時 と 〔
nd

〕と発

音 され る時 とあ る。ただ し、こ の 違い に よ り単語
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の 意味が異な る こ とはない e

　
一

方 、ノabu ／　
‘

火
’
の よ うに語 中にノb1が ある とき 、

これ は 〔
mb

〕と発音 され る。1（y も同様に こ れ が 語

中に ある ときは 〔
n
（D とな る。

3．4．3．4． ツ ツ バ 語 の ／p1
　こ の 言語 に お い て 1βfは世代 に よ っ て 音声が 異

な っ て い る 。 70 代の 高齢者は 〔β〕と発音 してお

り、30 代や それ よ り若い 世代は 〔Φ〕、〔f〕、〔v 〕

で発 音 して い る こ とが多く、特 に若 い 世代は そ う

で あ っ た。

　これ ら の 音の それ ぞれ の 調音位置、調音法は 次

の ように なる。〔β〕 の 調 音位置 は両唇で 調音法は

摩擦音で ある。また、発音す る際に声帯の 振動を

伴 うの で 、有声 であ る 。

　こ の 音は 日本語 の 中に も使われ て お り、「しばら

く」 とい う挨拶 の こ とばを気軽に発音 した ときの

「ば」（〔βa〕）な どが こ れにあた る （天 沼他 1978 ：

65 ）。〔b〕 と の 違 い は、唇 を完全に閉 じずに 、ゆ

る く開 い た状態で 発音する と こ ろ に あ る。 〔β〕は

有声両唇摩擦音で あるが 、無声 の 両唇摩擦音 が

〔Φ〕で あ る 。 こ の 音 も日本語 に 使われ てお り 、

は 行 の 中 の 「ふ 」 （〔Φu 〕）が こ れ にあた る。〔f〕、

〔v ｝は と もに 上 の 歯が舌の 唇に 接 し て そ こ で 空

気 の 摩擦 を作 る唇歯摩擦音 で あ るが 、〔fユ が声帯

の 振動を伴わない無声、〔v 〕が振 動 を伴 う有声 と

い う点で 対立す る、

　ツ ツ バ で は 高齢者が バ ナ ナ を 〔βatali 〕 と発 音

して い た の に対 して 、若者 は 〔φatali 〕、〔fatali〕、

〔vatali 〕 と発音 して い た 。 若者が 使用 し て い た

〔Φ〕、〔f〕、〔v 〕の 音は同 じ音声的環境に あらわれ

るが、意味の 違い をもた らす こ とは な い
。 また、

一
語中に ！β／が 二 つ 以 上あ る とき、中年世代には語

にお け る1β1の あらわれ る位置に よ っ て 〔f〕と 〔Φ〕

の発音 を使い 分 ける傾 向が見 られた。次に 挙げ る

の は 50 代男性 の 音声で あ る 。二 度発 音 して も ら

っ た た めに観察され た 音の ゆれ も記録 し て い る 。

ノβa βine1

1βituPoβora ／

1duβdup／

1βiriu！

1βefeonet

〔faΦine〕　
‘
女性

’

〔fituφ0φora 〕
‘

星
’

〔clUΦ
”

（tuΦ〕
‘
草
’

〔ficiju〕 〜 〔Φiriju〕
‘

犬
’

〔fereone〕〜 〔Φereone 〕
‘
砂浜

’

語 に1β1の 音が 二 度以上用い られて い る場合、語頭

の 1［Vは 〔f〕で 発音され 、語 中の 1β1は 〔Φ〕で 発音

され る傾 向にあ る。 また 、 ノ61が語頭 に
一

度だ け使

用 され る 場 合は 〔f〕 もし くは 〔Φ〕 とな り揺れ る

傾向にあ っ た。

　ツ ツ バ 語で なぜ 高齢者 が 〔β〕で発音 して い る

箇所を若者が 〔Φ〕、〔f〕、 〔v 〕と発音 し、その 中間

の 世代で ある中年層が発音上 〔Φ〕、〔f〕を使 い 分

ける傾 向に あるの かは 定か で は ない が 、こ の 変化

に は ビ ス ラマ 語 が影響 して い るの で はな い か と考

えられ る。

　ビ ス ラマ 語の 影響 は文中にお い て も頻繁に 見 ら

れ る。中で も次に挙げた 二 つ の 例文の よ うに 、語

彙の 借用が多 く、特に 中年以 降の 世代の 話者に多

く観察され る 。

　　　　ka　　　　　 wasi 　 na 　 ruru
−ku

〜し た い （
一

人称単数）　 洗 う　
〜を　服

・
私 の

　
‘

私は服を洗 い た い
’

こ の 文 で は、
‘

wasi
’

とい うビ ス ラマ 語が借用 され

て い る。また次の 文 では 、 星 をあ らわす語彙に ビ

ス ラ マ 語で ある
‘

sta
’

が借用 されて い た。

　 　 　 　 me
−te −te　 　 　 　 　 sta

三 人称単数・否定・存在する　　 星

　　
‘
星 は出て い な い

’

3．5． わた り音 　 〔」〕、 〔w 〕

　わ た り音は音素 と音素 の 問に生 じる音声の こ と

で 、
ツ ツ バ 語 の わた り音 Cj］ と 〔w 〕は それ ぞ れ

次 の よ うな音素間に生 じる 。

わた り音 （j〕；

  e と a の 間で 生 じる ：

　　　　　φ→ Cj〕〃eL 〆al

　　　　　　 feteaノ → 〔eteja 〕

〔etea 〕と は 発音 され ず、1e1と1aノの 間 に 〔j〕が生

じ 〔eteja 〕 と発 音 され る。

  ／ilと後続 母音1a
，o ，

u ノの 間に生 じ る ：

　　　φ → 　q〕〃iノ＿V（ta，o ，uノ）

　　　　　　1kamiu1 → 　　〔kamiju〕

　ノka皿 iu／とい うの は
‘

あ なたた ち
’

とい う意味

の 語 で あ るが 、〔kamiu 〕 で はな く、〔kamiju 〕と
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発音されて い る。こ の よ うに、1ia1，1io1，1iu〆とい っ

た音素配列 にお い て 、実際の 発音で は1iノと、母音

1a，o，uf の 間に （j）が生 じる。

わた り音 〔w 〕 ：

  o と a の 間で生 じる ：

　　　　　 φ→ 〔w 〕〃oL ！a1

　　　　10ari・fiae！→ 　　〔Owari
・fijae〕

音素101と1a1の 間にわた り音 〔w 〕が生 じる。

でお世話にな っ た Suzan とそ の ご家族、現地の 学

校 で快く資料 を提供 して くださっ た先生方、ど う

もあ りが と うござい ました 。 また調査 して い く上

で 様 々 なア ドバ イ ス を下さ っ た大角翠先生、三谷

惠子先生 、John 　Lynch 先生 、 Robert　Early 先生、

Cultural　Centre の Catriona　Hys孟op さん 、本当

に あ りが と うご ざい ま した。こ こ に 記 して 深甚な

る
．
謝意を表 し ます 。

  u と後続母 音／i，e，　aXの 問に 生 じ る ：

　　　　　φ → 　〔w 〕〃 u1＿　V （ti
，
　e

，
　al）

　　　　 ！nuenUe ／ → 〔nuWenUWe 〕

音素！u1 と！i，e，a！の 間に わた り音 〔w 〕が生 じ る。

　わた り音は こ れ らの 環境に お い て 、規則 正 しく

あ らわれ る こ とが確認 され て い る。
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